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奄美における葬送儀礼の外部化

一大和村津名久の事例を中心に－

津波高志

TakashiTsuha

changesｏｆｆｉｍｅｒａｌｒｉｔｅｉｎｔｈｅＡｍａｍｉｌｓｌａｎｄｓ

本論文では、奄美・沖縄において火葬の導入に伴って葬祭業者が関与し、

葬送儀礼の外部化が起きたとする説を奄美で検証するために１村落の事例を

記述した。また、近代初頭あたりまで遡って見れば、奄美における葬送儀礼

の外部化は２度あったことを明らかにした。その２度の外部化を１村落の事

例に読み取りつつ、琉球弧の文化の研究において、こと奄美に関しては薩摩・

鹿児島の影響を十分に考慮する必要があり、葬送儀礼の外部化もその例外で

はないことを指摘した。

キーワード：土葬、火葬、葬送儀礼、葬送儀礼の外部化、宗教者、葬祭業者

人口流失、過疎・高齢化

１はじめに

奄美・沖縄の葬制や墓制に関する民俗学的ないし文化人類学的な研究にお

いて、比較的最近の傾向として火葬の導入と普及に伴う変化の側面を扱った

報告や論文が出つつある(1)。社会の変化に伴って葬墓制も変化するものであ

り、その様相を追求し考究することは、研究の流れからすれば至極当然のこ

とと思われる。
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その流れのなかで、私が特に注目するものの１つが、加藤正春の「葬送儀

礼の外部化」という指摘である。加藤は、奄美・沖縄において火葬だけが単

独で導入され、普及していくのではなく、それと前後して葬祭業者の参入が

見いだされるなど、さまざまな要素の受け入れと変化を伴っているとしたう

えで、次のように述べている。「一般的にいって、火葬の導入は葬送儀礼の

外部化を導くようである。地域社会の自主的な規範にしたがって地域社会の

人々の手で行われていた儀礼行為が、外部の別の規範を持った専門家の手に

ゆだねられるようになることを儀礼の外部化と呼ぶならば、火葬の導入は、

葬送儀礼の少なくとも一部の外部化をうながす」［加藤２００１：８９頁]。さら

に、奄美大島に関しては「道路などの社会基盤整備と火葬の普及が関連して

いるようである。それは同時に、生活面での他の変化とも平行している。さ

らに、1980年代になると過疎の影響が見られるようである」とも述べている

[加藤２００１：116頁]・

火葬の導入と葬送儀礼の外部化に関する加藤の指摘は、若干の地域を除い

て、ほとんど火葬へ移行した奄美・沖縄における葬送儀礼を理解するために

是非とも念頭に置いておくべきであろう。そのうえで、さらに－歩踏み込ん

で、奄美諸島においては、火葬の導入以前に土葬が導入されたことを想起し

つつ、土葬の導入にともなう葬送儀礼の外部化についても検討されるべきで

あろう。

加藤は奄美・沖縄における火葬の導入と普及の過程について、およびそれ

にかかわるさまざまな変化について鳥轍的に扱っている。本稿ではそれとは

反対に、事例としては奄美大島大和村における１例のみを記述する。その後

で、奄美においては火葬が導入されるおおよそ100年前に風葬から土葬への

葬法の転換があり、それに伴って葬送儀礼の外部化も起きたことを明らかに

する。それら両者を踏まえた上で、奄美の１事例で加藤の指摘を検証し、さ

らに２度の葬送儀礼の外部化に位置づけて捉えることが本稿の目的である。

事例として取り上げる村落は、奄美大島大和村津名久である。調査地に関
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しては、火葬が導入される社会的背景について説明する際に詳しく述べるの

で、ここでは地理的な位置と人口などについて簡単に紹介しておきたい。

大和村は奄美大島のほぼ中央部に位置し(図ｌ参照)、東を奄美市名瀬（旧

名瀬市)、南と西を奄美市住用（旧住用村）と宇検村に接し、北は東シナ海

に面している（図２参照)。行政区は、国直、湯湾釜、津名久、思勝、大和

浜、大棚、大金久、戸円、名音、志戸勘、今里の11区からなっている（図２

参照(2)）。各区には、区民によって選ばれた区長がおり、また公民館、生活

館、コミュニティーセンターなどと称され、区民の集会や諸行事に利用され

る施設もある。

大和村の11の行政区はいずれも近世には村として存立していた。現在、地

元では個々の行政区を集落と呼ぶのが普通になっているが、方言ではシマと

称している。津名久はそれらの行政区の１つで、大和村の東側に位置する。

2006年現在の人口は154人（男,性73人、女性81人）である。世帯数は68世帯、

平均世帯員数は2.26人である。

津名久では昭和40年代後半に火葬が普及し始めた。それから１０年間ほど、

すなわち昭和50年代前半頃までは土葬も平行して行われていた。火葬が一般

』
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図２津名久の位置図１大和村の位置
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化した今日でも、村落の共同墓地には土葬されたまま、洗骨改葬を待つ墓が

２つある。そのうちの１つは、平成12年の死者が葬られている。そのような

葬制の状況は、土葬から火葬への移行に伴う儀礼の変容をより容易に把握さ

せてくれるであろう。

２土葬における葬送儀礼

葬祭業者が参与する火葬導入後の葬送儀礼とそれ以前の土葬における葬送

儀礼との大きな違いは、社会関係から見れば、シマと称される村落を単位と

する互助的な関係のネットワークがいかに機能するかという点にある。葬祭

業者を介さずに行われる土葬における葬儀は、シマの人々の協力が前提となっ

ているのである。

以下に、通夜から改葬まで、津名久の士葬における葬送儀礼を記述する。

いささか冗長に過ぎるかもしれないが、シマの人々にいかなる役割がいかに

割り振られるか、そしていかに多くの人手を要するかといった点を示すため

には、それもまたやむを得ないであろう。

（１）通夜

死人がでると、すぐに家の時計を止め、仏壇の戸を閉める。お湯を沸かし

て死者の体をきれいに拭き、生前に着ていた着物の中で最も良いものを着せ

る。足を曲げた状態でクヮンバク（棺箱）に入れるので、「命が切れたと思っ

たら、早く足を曲げれ」といわれている。死人の足を曲げ、首から掛けた紐

で足を固定し、手は胸の上で組ませる。仏壇の前に北枕で安置し、上から着

物をケーシマ（裏表逆）にして被せる。顔は白い布で覆う。身内以外は顔を

見るなといわれている。

家が広い場合は家で通夜を行うが、狭い場合は使用料を払って公民館を借

りる。それは葬式でも同じである。必要な食器類もそろっており、それらも

使用料を払って借りることができる。公民館を利用する際には、遺体は家の
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仏壇の前に安置し、家に入りきらない人が公民館で食事などをすることにな

る。亡くなった晩のみ通夜を行う。１本の線香を立て、一晩中火を絶やさな

いように交替で見守る。

通夜にはシンセキが集まりショクアテ（職当て）をする。ショクアテは主

に葬式の際の仕事の割り振りである。シマの人なら誰に割り振っても良いと

される。大まかに大工の部、山の部、炊事の部などに分けられ、その中でさ

らに細かく割り振られる。ショクアテで決められる作業の分担は、イキフリ

(池掘り)、クヮンバク（棺箱）・ヤギョ（家形）・わらじ・マカヤドマ（真

茅苫）・旗・マエジュク・タイ（松明）・灯籠などの作製、ヘゴキリ（へご

切り)、炊事などである。

ショクアテで決められた各担当者の氏名は帳面に書き込む。それに従って、

連絡係りがそれぞれの家にお願いをして回る。炊事に必要な薪の切り出しは

夜のうちに行われる。シンセキ以外のシマの人は通夜にはあまり顔を出さな

い。

（２）準備作業

ソウシキは亡くなった翌日に行われる。薪の切り出しなどを除けば、割り

振られた作業は、ソウシキ当日の早朝から行われる。一番大きな仕事はイキ

フリ（池堀り）で、墓の敷地内にクヮンバクを埋めるため、イキと称される

約２両の深い穴を４名ほどで掘る。

クヮンバクは大工に頼んで、シマの公民館の庭で作ってもらう。綺麗な杉

板を用いる。大きさは死者の体に合わせる。生前の元気なうちに杉を製材し、

天井裏に置いておく人もいる。クヮンバクはヌリフニ（乗り船）あるいは単

にクヮン（棺）とも呼ばれている。出棺の際、クヮンバクを運ぶための担架

の役割をするものも椎の木を２本切り込んで作られる。

ヘゴキリは山仕事をしている人、２人に頼む。イキにクヮンバクを入れ、

その周りを腐らないヘゴの木で囲んでから士を被せるためである。ヘゴは軽

く切りやすい木であるが、山奥の谷間に生えているため、早朝に出かける。
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ヘゴは足場の悪い所に生えているため、まず肩ほどの高さに切り出し、厚さ

５cmほどの板に製材して、午後３時くらいまでに担いで戻る。

ヤギョは神社を形取ったものである（写真ｌ・写真２参照)。鉋できれい

に削ったりしなければならないので、大工でないと作ることができない。わ

らじは「あの世で旅をするのに必要」とされ、稲藁で作られる。

マカヤドマは埋葬のときに使用される座布団の代わりになる物である。ス

スキのような植物を数本根から引き抜き、根元をそろえてマカヤで２枚編む。

男性の仕事である。旗は竹を十字に組み、買ってきた赤と白の長い布を下げ

る。赤と白、２本ずつ計４本作られ、布には死者の名前が書き込まれる。マ

エジュクは小さな机状のもので、ろうそくや線香、水、花などを入れるため

の竹を下から釘で打ちつける（写真３参照)。

タイは松明のことで、枯れた竹を７，８本束にしたものである。灯籠は四

角い箱形で、支柱の先を士に刺せるように尖らせる。三日月と満月の形が掘

られており、月の落ちる方向に三日月を向け、反対側に満月がくるように立

てる。

iiiii:i:：
写真２ヤギョ（斜め後ろ）と杖写真１ヤギョ（正面）

炊事は女』性の仕事で、庭に大きな釜や鍋を出して行う。料理の種類1こよっ

－８－



奄美における葬送儀礼の外部化（津波高志）

てそれぞれ担当者が決まっている。他にもトラックを借りて買出しに行く係

り、掃除をする係りなどがいる。

死者が出たことは一晩でシマ中に広まるため、ショクアテで頼まれなかっ

た人も手伝いに来る。シマの女性は喪服を着て手伝いをする（70歳手前まで

は、女性は葬式だけでなく、行事ごとの炊事の手伝いもする)。準備やソウ

シキは死者が出たシマの人で行

う。他のシマの人はシンセキや

親しくしていた者でないと参加

しないが、隣接する大和浜や思

勝の女性に炊事手伝いの声をか

けることもある。祝い事には招

いた人しか来ないが、悔やみに

は何人来るか分からないし、手

伝いの人にも出すので、食事を

大量に作らなければならないか

らである。

午前１０時頃にオチャ（お茶）

ｉ１ｉｌ鑿iii蕊l1ii鑿１１

蘭墜婁要Ｉ

写真３マエジュク（竹でなく陶器類を使用）

午前１０時頃にオチャ（お茶）といって、ご飯と野菜を炊いたものを出し、

午後１２時には昼食をそれぞれの作業の場所に運ぶ。午後３時頃、集まってソ

ウシキに持って行く物の確認をする。夕方に入棺されるが、その前にオゼン

(お膳）が出される。オゼンにはご飯、吸い物２つ、刺身、天ぷら、野菜を

炊いたもの、焼酎が乗せられている。吸い物にはオモチ（粉を買ってきて団

子のようなものを作る）と豆腐がそれぞれ入れられる。豆腐は１丁で４人分

である。真ん中で切り、さらに三角形になるように斜めに切る。その上に５

祭ﾝほどに切った葱をのせる。祝い事では吸い物は１つ出されるが、結婚式と

葬式では２度とするなという意味を込めて２つ出される。野菜は大根や里芋、

南瓜などを炊き、上に豚肉をのせる。

豚や刺身が使われていても、ショウジンリョウリ（精進料理）と呼ばれて
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いる。昭和40年代頃までは葬式の料理はご馳走であり、子どもたちは葬式の

料理を楽しみにしていた。現在でも葬式の料理のことをゴチソウといってい

る。昭和20年代の食糧不足の頃は、年寄りのいる家では、米など、食べるの

を我慢して葬式に備えていた。

（３）野辺送り

入棺は日が沈む前に、子や甥など近親の男'性４人ほどで行う。ただし、入

棺する日の十二支と生まれ年の十二支が同じ場合は、死者に触れることも顔

を見ることもできない。入棺する日の十二支が長男の生まれ年と同じだった

ため、代わりに死者の妻が行ったという例もある。

足を曲げ、クヮンバクに寝かして入れ、上等な着物を裏表逆にして掛ける。

おにぎりを胸の上に置き、冥土で飲むとされるオチャ（海岸沿いの崖に生え

ている草）や根無葛を袋に詰めたもの、ムジ（田芋の茎）を斜めに切ったも

の、および草鍵などを入れる。時計などの金物は入れてはいけない。「三途

の川はオサイセンを持って行かないと渡れない」とされ、オサイセンも白い

袋に入れ、首から掛けて胸の上に置く。

「もう亡くなったのだから、後のことは心配しないで成仏するように。入

れるものは入れたし、これで思い残すことはないから、夢を見せるなよ」と

いう趣旨のことをクヮンバクの蓋を閉める前に「吹き込む｣。閉めると、途

中まで穴を開けて竹釘を差し込み、平たい石で打つ。入棺にかかわった者全

員が打ち、最後に喪主が打つ。

炊事場で１つのタイ（松明）に火を付け、近親の男性３人が交替でコソデ

(逆手）で持って後ろ向きに歩き、オモテヤドまたはオモテグチと称される

庭に面した縁側から外に投げつける。コソデで行う理由はわからないという。

ちなみに、恵原によれば、「平素は何事でも、物事を逆さにすることをコソ

といって忌むが、葬式では万事を逆にする」［恵原1974：６０頁]。投げつけ

られたタイは庭で待機していた人が拾い、残り３本のタイも火をつけておく。

クヮンバクを椎の木で作った担架のようなものに乗せ、庭に面した縁側、
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オモテヤドから出す。家の構造上、オモテ

ヤドから出せない場合は、玄関以外の窓か

ら出す。死者に１番近い身内の青年２人が

前後で肩に乗せて持ち、椎の木に結んだ縄

を首から掛ける。テガエー（手伝い）と呼

ばれる補助役の青年が四隅につくが、実際

に担ぐのはクヮンバクの前後の２人で、ソ

ウシキの会場である共同墓地まで歩いて行

く。

日が暮れて暗く、イキを掘った人でなけ

写真４写真５

ツカ（正面）ツカ（横と裏）れば場所がわからないので、タイはイキフ
リの者が担当する。葬列の先頭にはイチバ

ンタイ（１番松明）とイチバンバタ（１番旗）が立ち、２番、３番、４番と

タイと旗が交互に並ぶ。その後に、マエジュク、クヮンバク、ツカ（角材に

死者の名前、年齢、死亡日を書いたもの。写真４.写真５参照)、写真など

が続く。葬列が門口を出たら、死者が生前使っていた茶碗を門口で割り、家

の中をコソデで掃く。２度と家に入らせないようにするという意味である。

門口に箒を逆さまに置き、悪霊が入らないようにする。

（４）ソウシキ

ソウシキの会場はシマの共同墓地の入口である。そこに着いたら、クヮン

バクを担いだまま反時計回りに３回まわってから正面中央の焼香台の上に据

える（写真６．写真７参照)。その上に写真を置く。３回まわすことで道を

わからなくさせ、戻って来られないようにするといわれている。

会場には参列者が待機しており、受付け用の机などが準備されている。遺

族の挨拶はない。まず、ボンサンが拝み、シンセキ以外の参列者が順番に手

を合わせる。ボンサンと呼んではいるが、僧侶であったり、神主であったり

する。参列者は焼香を終えしだい、順に係の者から焼酎を受け取り、それで

－１１－
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